
令和2年1月25日発行 （10）議 会 だ よ り

と
い
う
目
標
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
、
妊

産
婦
等
に
対
す
る
相
談
対
応

な
ど
や
、
要
支
援
児
童
お
よ

び
要
保
護
児
童
へ
の
支
援
な

ど
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

設
置
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問

児
童
虐
待
防
止
施
策

質問

夏
休
み
の
短
縮

等
か
ら
の
周
知
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後
、
低
コ
ス
ト
か
つ

よ
り
効
果
的
な
周
知
方
法
や

案
内
文
を
、
医
師
会
と
の
協

議
を
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

　
な
お
、
周
知
や
案
内
の
開

始
時
期
に
つ
い
て
は
、
国
の

動
向
や
法
改
正
の
タ
イ
ミ
ン

グ
等
を
注
視
し
、
検
討
し
て

い
く
。

質問

予
防
接
種
事
業

情
に
合
わ
せ
た
目
標
を
設
定

し
て
、
計
画
的
に
実
施
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
考
え
方
は
、
川
越
市
総

合
計
画
に
定
め
た
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
考
え
方
と
も
重

な
る
と
捉
え
て
お
り
、
こ
う

し
た
プ
ロ
セ
ス
を
参
考
に
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

質問

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

質問

職
員
の
人
財
育
成
・
活
用

を
得
る
た
め
に
も
、
地
域
支

援
担
当
職
員
の
配
置
や
活
動

拠
点
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質問

本
庁
管
内
の
地
域
会
議

質問

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

問
全
国
的
に
も
増
加
傾
向
に

あ
る
児
童
虐
待
に
対
応
す
る

た
め
に
、
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

答
市
長
　
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
は
、
平
成
28

年
の

児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
市

町
村
は
整
備
に
努
め
る
と
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
厚
生
労

働
省
は
２
０
２
２
年
度
ま
で

に
全
市
町
村
に
設
置
を
す
る

問
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

が
来
年
度
10
月
よ
り
、
や
っ

と
国
の
定
期
接
種
と
な
る
。

さ
ま
ざ
ま
課
題
も
あ
り
、
医

師
会
と
の
協
議
を
含
め
市
民

へ
周
知
す
べ
き
と
思
う
が
？

答
保
健
医
療
部
長
　
定
期
接

種
化
に
向
け
て
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
へ
の
掲
載
は

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
周
知
方
法
と
し

て
、
個
別
通
知
や
出
生
届
出

時
の
案
内
、
委
託
医
療
機
関

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
３
０

年
に
向
け
世
界
が
合
意
し
た

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

だ
が
、
本
市
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
を
検
討
・
実
施
す

る
プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
か
。

答
総
合
政
策
部
長
　
一
般
的

な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
理
解
の
下

で
、
自
ら
の
自
治
体
が
取
り

組
む
目
的
を
明
確
に
し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
体
制
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実

問
市
は
本
庁
管
内
で
も
地
域

会
議
を
進
め
た
い
よ
う
だ
が
、

地
域
支
援
担
当
職
員
の
配
置

お
よ
び
活
動
拠
点
が
示
さ
れ

な
い
ま
ま
で
は
負
担
が
増
え
、

理
解
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
。

答
市
民
部
長
　
地
域
支
援
担

当
職
員
の
配
置
お
よ
び
活
動

拠
点
を
明
確
に
示
せ
な
い
こ

と
が
、
本
庁
管
内
の
地
域
会

議
の
設
立
が
進
ま
な
い
原
因

の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
る

の
で
、
地
域
会
議
へ
の
理
解

の
事
業
の
在
り
方
を
検
討
し
、

学
年
間
に
お
い
て
切
れ
目
な

く
、
継
続
し
た
よ
り
効
果
的

な
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、

広
島
市
へ
の
派
遣
を
来
年
度

以
降
、
毎
年
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
周
年
記
念

と
な
る
節
目
の
年
な
ど
に
は
、

長
崎
市
へ
の
派
遣
も
機
会
を

捉
え
、
今
後
も
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

質問

平
和
施
策

質問

川
越
市
の
観
光
行
政
　

　
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
人
の

状
況
に
よ
り
必
要
と
な
る
手

続
き
が
多
岐
に
及
ぶ
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広

範
な
手
続
き
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
の
手
法
に
つ
い
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

質問

お
く
や
み
の
窓
口
総
合
化

質問

自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

問
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学

生
派
遣
事
業
を
隔
年
で
は
な

く
毎
年
実
施
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
現
在
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
総
務
部
長
　
平
和
記
念
式

典
派
遣
事
業
は
、
交
互
に
広

島
市
と
長
崎
市
へ
派
遣
し
て

い
る
が
、
隔
年
実
施
に
よ
り
、

広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
列

で
き
な
い
学
年
が
生
じ
て
い

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後

問
遺
族
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

し
、
時
間
の
短
縮
を
図
る
こ

と
も
で
き
る
総
合
窓
口
を
設

置
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

答
市
民
部
長
　
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
で
来
庁
さ
れ
る
市
民

が
多
く
、
窓
口
お
よ
び
待
合

ス
ペ
ー
ス
が
狭
あ
い
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
つ
い
て
課
題
が
あ

る
。
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公
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に
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政
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会

樋
　
口
　
直
　
喜

ま
ず
は
地
域
活
動
支
援
充
実
を

14

公
　
明
　
党

近
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誰
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人
取
り
残
さ
な
い
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会
を
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公

明

党

小
ノ
澤
　
哲
　
也

国
の
定
期
接
種
化
の
周
知
を
！
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